
ここまでの学習を振り返り、互いに「わからないところを説明してもらう／わかることを説明する」
活動を通して、クラス全員が以下の項目についてわかる状態になる。
!
＜Ⅰ＞ 生命活動分子「タンパク質」 
（１）生命活動を担う「タンパク質」は、全て細胞内で作られる。

（２）タンパク質を構成するアミノ酸は20種類あり、アミノ酸がつながってタンパク質になる。

（３）動物は、食べたタンパク質を消化してアミノ酸にし、体内に取り込んで細胞に運ぶ。これが合成される

タンパク質の材料になる。


＜Ⅱ＞ 情報分子「DNA」 
（１）DNAは、ヌクレオチドの多数結合した鎖が、二重らせん構造となる分子である。

（２）DNA分子は、リン酸-デオキシリボース（糖）の「らせんの２本鎖」と、鎖の内側で相補的塩基対をつく

る「塩基配列」でできている。

（３）塩基配列が、アミノ酸をつなぐ順番を決める情報（タンパク質合成の情報；アミノ酸配列の情報・設計

図；遺伝子）になる。

（４）ヒトの場合、アミノ酸をつなぐ順番を決める情報（タンパク質合成の情報；アミノ酸配列の情報・設計

図；遺伝子）は、わずか数％しかない。


＜Ⅲ＞ タンパク質合成「転写と翻訳」 
（１）DNAの中に分散する遺伝子（アミノ酸配列の設計図）の塩基配列の部分の塩基対が外れる。

（２）一方の鎖（鋳型鎖）と相補的塩基対をつくるヌクレオチドが並び、隣り合ったヌクレオチドのリン酸-リ

ボース（糖）が結合した鎖・mRNAができる。…（１）（２）の活動を「転写」という。

（３）mRNAの塩基配列を開始コドン（AUG）から３つずつ読み取って、それに応じたアミノ酸が並び、アミ

ノ酸同士が鎖状に結合する。…この活動を「翻訳」という。

（４）真核細胞では、転写は核内で、翻訳は核外で行われる。


＜Ⅳ＞ 細胞分裂「DNAの複製と分配」 
（１）からだを構成する細胞（体細胞）は、全て同じDNA分子を含む。

（２）細胞分裂の際に、DNAは複製し、分裂して生じた２つの細胞へ、複製して２つになったDNAが、それぞ

れ正確に分配される。

（３）DNAの複製は、DNA分子の総ての塩基対が外れ、外れた鎖の塩基と相補的に結合する塩基をもったヌク

レオチドが結合し、新しい鎖をつくる。

（４）複製した２本鎖DNAのうちの１本は新しく作られた鎖であるが、もう１本は複製前の鎖のままである。
!!
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